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研究成果の概要 

本研究の最終目的は低電力オーバーハウザー効果 MRI 法（OMRI 法）のための要素技術を構築し、非

侵襲でヒト体内のフリーラジカル検出を実現することである。本年度は、①計測に使用する 0.15T OMRI

装置の本研究に向けたセットアップ、②低電力化のための高感度な共振器の開発、③スピンロック OMRI

法に向けた波形出力ソフトを作製した。 

①0.15 T OMRI装置のセットアップに関して 

EPR 励起用電磁波発振器/増幅器の開発、画像を取得する際に必要となる磁場勾配用電力増幅器回路を

作製し、本研究に適した測定パラメーターの調整を行った。 

②高感度な共振器の開発に関して 

本年度は、従来の EPR励起用共振器の高周波磁場発生効率・分布の解析を行い、高感度な空洞共振器

の実現のため電磁界解析ソフトを用いた設計を行った。従来の空洞共振器について均一試料で画像化

した結果、EPR励起された部分が不均一であり、励起磁場強度も低かった。そこで従来の共振器と同様

のサイズで電磁界分布解析を行ったところ、シミュレーション結果においても試料配置部位において

磁場強度は低く、分布も不均一であり実測と同様の結果が得られた。次に、目的励起周波数で磁場強度

が高くなるように設計し、試作機を作製した。しかし、EPR励起磁場強度には改善が見られた一方、均

一性については改善が見られなかった。これは空洞共振器内のＮＭＲコイルの影響が大きいと考えら

れ、ＮＭＲコイルを含めたＯＭＲＩ共振器の最適化を進めている。 

③波形出力ソフトウェアに関して 

任意波形発生器(AWG)から出力される波形の歪みを補正するためのプログラム開発を行った。AWG から

出力された送信信号は回路を通過する中で歪みを生じる。そのため、逆計算により伝達関数を求め、そ

れを考慮した出力波形をコンピューター上で生成できるようなプログラム開発を行った。模擬波形の

補正は可能であったことから、今後実際に AWGから波形出力を行って歪みの補正が有効か検証する。 
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